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９
月
12
日
、
前
橋
市
・
前
橋
商
工
会

議
所
会
館
に
お
い
て
、
毎
年
恒
例
の

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

今
回
は
、「
中
小
企
業
の
活
躍
で
明
る

い
未
来
を
！
」
と
題
し
、
東
洋
大
学
情

報
連
携
学
部
長
・
坂
村
健
氏
と
株
式
会

社
都
築
経
営
研
究
所
代
表
取
締
役
・
都

築
冨
士
男
氏
の
２
名
を
講
師
と
し
て
招

い
た
。

　

は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代
表
し
て
本

会
金
子
正
元
会
長
が
挨
拶
を
行
い
、
次

い
で
群
馬
県
知
事
代
理
と
し
て
群
馬
県

産
業
経
済
部
長
・
塚
越
正
弘
氏
が
来
賓

挨
拶
を
行
っ
た
。

　

講
演
後
に
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
、

群
馬
県
副
知
事
・
荻
澤
滋
氏
が
来
賓
挨

拶
を
行
い
、
本
会
町
田
錦
一
郎
副
会
長

の
音
頭
で
乾
杯
と
な
っ
た
。

　

懇
親
会
に
は
、
講
師
を
務
め
た
都
築

氏
を
は
じ
め
、
来
賓
と
し
て
群
馬
県
産

業
経
済
部
産
業
政
策
課
長
・
西
村
透
氏
、

荻澤副知事

金子会長

町田副会長の乾杯で開会した懇親会には100名以上が参加した

2017トップセミナー

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
前
橋
支

店
長
・
櫻
井
浩
嗣
氏
、
群
馬
経
済
研
究

所
理
事
長
・
髙
井
研
一
氏
ら
が
出
席
し
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
参
加
者
の
親

睦
と
交
流
が
図
ら
れ
、
本
会
𠮷
田
勝
彦

副
会
長
の
中
締
め
に
よ
り
盛
会
裏
に
閉

会
し
た
。
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坂村　健 氏

都築冨士男 氏

東
洋
大
学　
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連
携
学
部

学
部
長　

坂
村　

健 

氏

　

今
、
世
界
で
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し

た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
注
目
を
集
め
て

い
る
。
ま
ず
、
中
国
で
登
場
し
た
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
自
転
車
の
「
Ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
ｋ

ｅ
」。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
ス
マ
ホ
を

使
っ
て
、
レ
ン
タ
ル
可
能
な
自
転
車
の

位
置
を
検
索
し
、
借
り
た
い
自
転
車
が

見
つ
か
れ
ば
、
ス
マ
ホ
を
か
ざ
し
、
料

金
決
済
を
行
う
こ
と
で
、
自
転
車
の
鍵

が
開
錠
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
（
民
泊
）」。

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
運
営
で
は
、
ス
タ
ッ

フ
は
常
駐
せ
ず
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
技
術
を
活

用
し
て
不
正
使
用
や
ト
ラ
ブ
ル
発
生
を

防
い
で
い
る
。
例
え
ば
、
部
屋
に
設
置

し
た
セ
ン
サ
ー
を
通
し
て
、
絶
え
ず
遠

隔
監
視
を
行
っ
て
い
る
等
で
あ
る
。

「
オ
ー
プ
ン
Ｉ
ｏ
Ｔ
で
広
が
る
未
来

〜
Ｉ
ｏ
Ｔ
か
ら
Ｉ
ｏ
Ｓ
へ
〜｣

｢

ロ
ー
ソ
ン
の
再
建
事
例
に
学
ぶ

こ
れ
か
ら
の
企
業
経
営｣

　

最
後
に
、
自
家
用
車
の
タ
ク
シ
ー

サ
ー
ビ
ス
「
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
」。
こ
の
サ
ー

ビ
ス
は
、
タ
ク
シ
ー
の
よ
う
に
距
離
に

応
じ
て
料
金
が
決
ま
る
の
で
は
な
く
、

乗
車
前
に
ネ
ッ
ト
上
で
運
賃
交
渉
を
し

て
成
立
す
れ
ば
、
定
額
料
金
で
乗
車
で

き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
、
モ
ノ
を
ネ
ッ
ト
に
つ
な
ぐ
Ｉ

ｏ
Ｔ
が
進
む
こ
と
で
、
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
が
ネ
ッ
ト
上
で
連
携
し
、
Ｉ
ｏ
Ｓ

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
サ
ー
ビ

ス
）
の
社
会
が
到
来
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
な
い
と
、

生
活
で
き
な
く
な
る
日
が
や
っ
て
く
る

の
も
そ
う
遠
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）の
台
頭
も
世

の
中
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。人
を
教
育
す
る
た
め
に
は
、

多
く
の
時
間
と
労
力
が
必
要
に
な
る
が
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
す
れ
ば
、
そ
の
問
題
が
解

決
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、こ
の
こ
と
は
、

Ａ
Ｉ
が
人
間
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
あ

く
ま
で
Ａ
Ｉ
は
、
あ
る
目
的
を
達
成
す

る
た
め
の
道
具
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
理

解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
人
間
と
Ａ
Ｉ

が
競
い
合
う
の
で
は
な
く
、
人
間
が
Ａ

Ｉ
と
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

株
式
会
社
都
築
経
営
研
究
所

代
表
取
締
役　

都
築
冨
士
男  

氏

　

私
が
ロ
ー
ソ
ン
の
三
代
目
社
長
と
し

て
、
再
建
不
能
と
言
わ
れ
た
ロ
ー
ソ
ン

を
３
年
で
立
て
直
す
こ
と
が
で
き
た
理

由
は
シ
ン
プ
ル
だ
。
経
営
課
題
を
明
確

に
し
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
仕
組
み

を
作
り
、
実
現
の
た
め
に
全
て
の
経
営

資
源
を
投
入
し
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
行
っ
た
こ
と
は
、「
新

業
態
の
開
発
」
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

在
庫
を
極
力
減
ら
す
こ
と
で
店
舗
の
広

さ
を
70
坪
か
ら
30
坪
に
縮
小
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ま
で
集
客
の
要
で
あ
っ
た

惣
菜
の
提
供
を
止
め
、
お
に
ぎ
り
や
お

弁
当
の
販
売
に
注
力
し
た
。
さ
ら
に
、

ス
ー
パ
ー
と
の
差
別
化
を
図
る
べ
く
新

商
品
の
開
発
に
取
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、

清
涼
感
が
あ
る
「
か
ち
わ
り
氷
」
や

「
か
ら
あ
げ
く
ん
」
等
の
ヒ
ッ
ト
商
品

を
生
む
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

次
に
行
っ
た
こ
と
は
、「
経
営
指
導
型

の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
」
の
構
築
で
あ
る
。

本
部
で
把
握
し
て
い
る
各
店
舗
の
経
営

実
態
を
オ
ー
ナ
ー
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
仕
組
み
を
作
る
と
と
も
に
、
安
定

的
な
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
獲
得
の
た
め
、
酒

類
を
そ
の
対
象
へ
と
追
加
し
た
。
さ
ら

に
、
店
舗
売
上
の
振
込
を
月
末
で
は
な

く
、
毎
日
に
変
え
て
、
店
舗
の
変
化
や

問
題
に
オ
ー
ナ
ー
が
早
く
気
付
け
る
よ

う
な
仕
組
み
を
構
築
し
た
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
た
だ
単
に
モ
ノ
を

売
る
の
で
は
な
く
、
お
客
様
の
満
足

度
を
高
め
る
と
い
う
発
想
の
転
換
で
あ

る
。

　

私
は
常
日
頃
、
経
営
者
は
２
つ
の
敵

と
戦
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、「
変
化
」。
も
う

ひ
と
つ
は
、
心
の
中
に
あ
る
「
既
成
概

念
」
で
あ
る
。
特
に
「
既
成
概
念
」
は
、

一
番
厄
介
な
敵
と
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
。「
雪
が
解
け
た
ら
何
に
な
る
か
？
」

と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
多
く
の
人
は

「
水
に
な
る
」
と
答
え
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、「
雪
が
解
け
る
と
春
に
な
る
」
と

い
う
発
想
が
あ
る
こ
と
も
是
非
忘
れ
な

い
で
欲
し
い
。
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10
月
16
日
、
前
橋
市
・
前
橋
マ
ー

キ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
外
国
人

技
能
実
習
機
構
東
京
事
務
所
次
長
・
落

合
智
昭
氏
を
講
師
に
招
き
、
本
年
度
第

２
回
目
の
外
国
人
技
能
実
習
制
度
適
正

化
講
習
会
を
開
催
し
た
。

　

今
回
の
講
習
会
は
、
11
月
1
日
の

「
技
能
実
習
法
（
外
国
人
の
技
能
実
習

の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保

護
に
関
す
る
法
律
）」
の
施
行
を
目
前

に
控
え
、「
技
能
実
習
計
画
」
に
お
け
る

認
定
申
請
書
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
。

　

技
能
実
習
法
の
施
行
に
よ
り
実
習
実

施
者
（
組
合
員
）
は
、
技
能
実
習
生
ご

と
に
「
技
能
実
習
計
画
」
を
作
成
し
、

そ
の
計
画
が
妥
当
で
あ
る
旨
の
認
定
を

外
国
人
技
能
実
習
機
構
か
ら
受
け
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
。
も
し
、
実
習
実
施

者
が
認
定
を
受
け
た
実
習
計
画
の
内
容

と
異
な
っ
た
実
習
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
発
覚
し
た
場
合
に
は
、
実
習
実
施
者

に
対
し
改
善
命
令
や
認
定
の
取
消
し
等

の
処
分
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

落
合
氏
は
、
技
能
実
習

計
画
認
定
申
請
書
に
、
監

理
団
体
（
組
合
）
が
指
導

を
行
っ
た
旨
を
証
明
す
る

欄
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
言
及
し
、「
監
理
団
体

は
、
実
習
実
施
者
と
同
様
、

技
能
実
習
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
責
任
を
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
と
同
時

に
、
技
能
実
習
計
画
が
適

正
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
監

督
す
る
責
任
が
あ
る
」
と

指
摘
し
、
監
理
団
体
に
課

せ
ら
れ
た
実
習
監
理
の
責

任
の
重
さ
に
つ
い
て
強
調

し
た
。

　

さ
ら
に
、
実
習
生
の
労
働
災
害
の
発

生
状
況
に
つ
い
て
触
れ
た
上
で
、「
実
習

生
に
日
本
で
修
得
し
た
技
能
を
、
母
国

で
余
す
と
こ
ろ
な
く
発
揮
し
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
実
習
生
が
ケ
ガ
を
す
る
こ

と
な
く
、
無
事
帰
国
す
る
こ
と
が
大
前

提
と
な
る
。労
災
事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
、

現
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

に
原
因
が
あ
る
。
言
語
が
わ
か
ら
な
く

て
も
身
振
り
手
振
り
で
通
じ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
実
習
生
と
積
極
的
に
意
思

疎
通
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
述
べ
、

講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

講
演
終
了
後
に
は
、
落
合
氏
に
よ
る

「
個
別
相
談
会
」
を
開
催
。
多
数
の
参

加
者
が
相
談
に
訪
れ
た
。

個別相談会は予定時間目一杯まで行われた

外国人技能実習制度適正化講習会外国人技能実習制度適正化講習会

講師：落合智昭氏講師：落合智昭氏

～新制度への円滑な移行を目指して～～新制度への円滑な移行を目指して～
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中央会人材育成事業
～時代が求める人材を目指して～

　本会では、企業の人材育成を支援すべく経営教育コンサルタントの雨宮利春氏を講師に
「若手社員リフレッシュ研修」と「中堅リーダー研修」を毎年開催しています。
　以下でその概要についてご紹介いたします。

　

若
手
社
員
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
研
修

　

９
月
１
日
・
４
日
の
２
日
間
、
前
橋

市
・
前
橋
商
工
会
議
所
会
館
に
お
い
て
、

若
手
社
員
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
研
修
を
開
催

し
た
。

　

本
研
修
は
、
若
手
社
員
を
対
象
に
、

社
会
人
と
し
て
の
自
覚
の
喚
起
と
第
一

線
で
活
躍
で
き
る
能
力
を
身
に
付
け
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
11
年
よ
り
開
催

し
て
い
る
。19
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、

県
内
の
各
企
業
よ
り
両
日
と
も
定
員
と

な
る
36
名
が
参
加
し
た
。

　

研
修
で
は
、「
指
示
待
ち
人
間
」
か

ら
「
自
律
型
人
材
」
へ
の
意
識
改
革
を

図
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、「
組
織
人
」
と

し
て
の
役
割
、
仕
事
を
主
体
的
か
つ
効

率
的
に
こ
な
す
ノ
ウ
ハ
ウ
、
日
ご
ろ
見雨宮利春 氏

事例研究に取組む受講者に雨宮先生がアドバイス

挨拶の角度等細かなところまで解説が行われた

落
と
し
が
ち
な
マ
ナ
ー
等
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
討
議
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を

交
え
解
説
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
、
雨
宮
氏
が
講
評
を
行
っ
た

後
、
参
加
者
全
員
に
本
会
小
林
雄
二
郎

専
務
理
事
よ
り
、
修
了
証
書
の
授
与
を

行
っ
た
。

　

10
月
18
日
〜
20
日
の
３
日
間
、
渋
川

市
・
ホ
テ
ル
天
坊
に
お
い
て
、
中
堅

リ
ー
ダ
ー
研
修
を
開
催
し
た
。

　

本
研
修
は
、
中
堅
管
理
・
監
督
者
を

対
象
に
、
組
織
の
目
標
を
達
成
さ
せ
る

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
の
理
解
と
実
践

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
42
年
よ

り
開
催
し
て
い
る
。
51
回
目
と
な
っ
た

今
回
は
、
県
内
の
各
企
業
か
ら
23
名
が

参
加
し
た
。

　

研
修
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
考

え
方
を
「
人
を
動
か
す
力
＝
影
響
力

（
サ
ー
バ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）」

と
定
義
し
、
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
、
部
下

指
導
育
成
法
、
更
に
は
財
務
諸
表
の
見

方
等
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
討
議
に
よ

る
事
例
研
究
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を

交
え
解
説
が
行
わ
れ
た
。

　

研
修
の
最
後
に
は
、
受
講
者
そ
れ
ぞ

れ
が
今
後
の
意
気
込
み
を
「
決
意
書
」

と
し
て
ま
と
め
、
一
人
一
人
発
表
し
、

３
日
間
の
研
修
を
終
了
し
た
。

　

中
堅
リ
ー
ダ
ー
研
修


